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（1）コースレポートの作成とフィードバック
　MOOC・SPOCのいずれのコースにおいても、配信終了後、講義に関わるさまざまなデータを収集し、先の①として挙げたコース改善に
役立つ情報を集計・分析して報告しています。

①MOOCのコースレポート
　MOOCにおいては、そのプラットフォームであるedXから、受講者情報（年齢、性別、最終学歴、地理的情報など）や、また課題への取り
組みや講義ビデオの視聴の様子といった学習者の学習履歴が提供されます。さらに、それらの情報とは別に、SurveyMonkeyを利用し
て、コース受講前後の情報（受講動機、事前の知識、満足度、事後のコメントなど）をオンラインアンケートから独自に収集しています。
2021年度は12月現在で11本のコースに対して、事前・事後のアンケートを実施しています。コース終了後、それらの情報にもとづいて、
コースレポートを作成しています。MOOCの場合、受講生が1,000名を超えるため、主に量的な集計・分析を報告しています。2021年12
月までに、12本のコースレポートを作成し、さらに、開講回数が5回となった2コースについては、登録者属性（登録者数、年齢・性別の比
率、学歴毎の登録率、上位5カ国の登録率）について追加の集計・分析を行い、5回分の推移を別途報告しました（図1）。

②SPOCのコースレポート
　SPOCにおいても、MOOCと同様の情報をOpen edXのInsightsから得ることが可能です。しかし、SPOCにおいては、例えば、一般公
開を目的に作成されたものから、学内の授業と連動して（反転授業のように）使用されるものまで様々で、その用途や受講者数はMOOC
とは大きく異なります。そのため、SPOCではそれぞれのコースの目的や受講者数に合わせた集計や分析を行っています（例えば、図2）。
2021年12月現在で、のべ12コースに対して事前・事後アンケートを実施し、12本のコースレポートを作成しました。また、近年では高校
生向けKoALA（SPOC）が制作され、4コースにおいてコースレポートを作成し、フィードバックしました。

③各コースレポートのフィードバック
　作成されたコースレポートは、MOOC・SPOCの制作チームと合同で、フィードバックを行っています。新しく開講されたコースや担当
教員の希望がある場合は、面談形式で行われます。再開講のコースの場合は、基本的にメールでコースレポートをお送りしています。
フィードバックの目的は、コースレポートの内容を教員へ直接報告することで、教員の授業へのリフレクションを促進し、授業改善への動
機づけを高め、コース改善に資する議論を行うことです。2021年度前半のコースにおいては、メールでのコースレポート送付に際して、対
面と同様のフィードバックの効果が得られるような「リフレクション・サーベイ」を、MOOCで3コース、SPOCで3コースに行っていました。
しかし、再開講が増えてきたこともあり、現在改良を行っているところです。2021年12月現在で対面（オンライン）で行ったフィードバック
は、MOOCで1コース、 SPOCでは対面で3コースでした。

（勝間 理沙・佐藤 万知）

5. MOOC・SPOCのアセスメント

　教育アセスメント室では、京都大学高等教育研究開発推進センターが提供するMOOC・SPOCについて、①今後のコースの改善、
②学内での普及・拡充の2つの目的のためにアセスメントを行っています。
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Ⅴ. 国際連携

1. University Social Responsibility Network（USRN）

　2021年2月3～5日に、Univers i ty Socia l  Responsib i l i ty  Network
（USRN）と南アフリカのプレトリア大学の共催によって、「USR SUMMIT 2021」
(https://usrsummit2021.car lamani .co.za)がオンライン開催され、
「Promoting USR Globally through Sharing Good Practice: USR MOOC 
and Beyond」と題する招待講演を、本センターの飯吉透センター長・教授と米タフ
ツ大学Robert Hollister名誉教授が行いました。この講演では、本報告書のIII.2で
も紹介されている京都大学と香港理工大学が協力して制作・配信を行っている
MOOC「Introduction to University Social Responsibility（大学の社会的責
任入門）」の概要ならびにその社会的意義について、特にUSRという大学初の世界
的なムーブメントの拡大を、本MOOCを始めとして各大学が優れた取組実践事例
を積極的に発信・共有していくことによってどのように推進できるか、という観点か
らの考察を踏まえ、実践コミュニティ形成や大学のシニアアドミニストレーター・教
職員へのFD・SD等に関する今後の取組に向けた提案が行われました。
　さらに、同サミットでは、「Creating an International MOOC on University Social Responsibility」と題して、本センターの
Sadehvandi研究員と本学国際戦略本部のPalacio特定講師によって、本MOOCに事例を提供した本学と香港理工大学他5大学
（Simon Fraser University、University of Manchester、University of New South Wales、University of Pretoria、
University of Sao Paulo）との連携を通じた制作過程や、本MOOCに含まれる「COVID-19への大学の対応に関する特別セッショ
ン」の概要についても報告されました。

（飯吉 透）

　2021年3月5日に、パリ・デジタル大学（Ile-de-France Digital University）のジョン・オージェリ（John Augeri）
氏を講師として、第96回公開研究会「COVID時代以降のFDと学習空間―海外からの教訓―」を開催しました。
オージェリ氏のご専門は、教育・学習についての実践・ツール・環境で、パリ・デジタル大学の共同創設者であり、フラ
ンス高等教育研究・イノベーション省の専門家でもあります。2009年からパリ地区全体のFDの取り組みを動かし、
2016年からは学習空間の国際比較研究を実施してこられました。当時は、情報環境機構の客員研究員として京都
大学に滞在中でした。
　セミナーでは、海外での経験をふまえて、2つのトピックについて講演が行われました。1つは、2009年から行われているパリ・デジタル
大学による地域レベルのFDの取り組みと、パンデミックに直面した2020年の間に経験した進化についての紹介です。もう1つは、学習空
間の国際比較研究にもとづく、将来のキャンパス戦略における学習空間の位置づけとCOVIDの時代から創出される教育・学習実践を支
援する方法についての考察です。後者では、学習空間を、フォーマル（アクティブラーニング授業用教室と講義用教室）とインフォーマル
（ラーニングコモンズと学習センター）に分け、それらをつなぐ移行空間（transitional space）の必要性が語られました。
　オンラインで開催され、参加者は35名でした。使用言語は英語でしたが、学内外から参加があり、活発な議論が行われました。　

（松下 佳代）

※本セミナーは昨年度に実施されましたが、昨年度のアニュアル・レポートには報告を掲載できませんでしたので、今年度掲載しています。

2. 公開研究会：第96回「COVID時代以降のFDと学習空間―海外からの教訓―」 Ⅴ
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　本センターでは、海外の大学教育の研究開発組織や研究者・実践者との交流・共同研究を進め、そのプロセスや成果をシンポジウム、
研究会、書籍などで公開しています。

Active Learning Class. Coll. Lecture Theaters Learning Commons Learning CentersTransitional Spaces

Physical & Functional Continuity of the Learning Spaces

図2　同一コース（DS004_5）における一般向け項目（左）と学内学生向け項目（右）の集計内容

図1　追加分析のコースレポート例（009ｘ_1～5における学歴毎の登録率（左）および国別（上位5カ国と不明）の登録率（右）の推移）
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　オープンエデュケーションに関する国際コミュニティであるOpen Education Global（OE Global）*が主催するOpen Education Global 
Conference 2021がオンラインで開催されました。世界中からオープンエデュケーションの研究や実践に携わる研究者、教育関係者、技術
開発者等、54カ国から540名の参加がありました。本センターからはオンラインで2名が参加しました。
　今回のカンファレンスは、2019年にユネスコで採択されたOER（Open Educational Resources）勧告の5つの領域の1つを毎日焦点化
し、オンデマンドのプレゼンテーション、インタラクティブセッションなど、約90のセッションで構成され、今後の方向性等に関して参加者間で
活発な議論がおこなわれました。次回は2022年5月23～25日にナント大学で対面のカンファレンスが予定されています。
*注：京都大学が加盟しているオープン・エデュケーション・ジャパンはOE Globalの賛助会員（sustaining member）となっています。

（酒井 博之）

会議名称 OE Global 2021 Conference（https://connect.oeglobal.org/c/oeg-2021/）
期間・場所 2021年9月27日～10月1日、オンライン開催（主催校：フランス・ナント大学）
参 加 者 酒井博之准教授、藤岡千也特定助教

会議名称 Open edX Conference 2021（https://con.openedx.org/）
期間・場所 5月27日、オンライン開催
参 加 者 イサンカ・ウィジェラタナ特定研究員

3. 訪問・参加報告

（1）OE Global 2021 Conference

（2）Open edX Conference 2021

　Open edX* Conferenceが2021年5月27日にオンラインイベントとして開催されました。このバーチャルカンファレンスでは、主にOpen 
教育の未来やedXエコシステムの今後の開発に焦点を当てていました。2つの基調講演と10のプレゼンテーションがおこなわれました。また、
"Loud Swarm" や "Gather Town" と呼ばれるプラットフォームを利用したネットワーキングのための人工空間での参加者の交流の機会が
ありました。カンファレンスの参加は非常によい経験となりました。
*注：Open edXは京都大学が加盟しているedXのオープンソース版プラットフォームで、本学のオンライン講義配信環境KoALAに採用されています。

（イサンカ・ウィジェラタナ）

OE Global 2021 Conferenceより

Open edX Conferenceより

Ⅵ. コミュニティ・ネットワーク形成支援

1. あさがおメーリングリスト、あじさいメーリングリスト

　「あさがおML」は、本センターが、2003年より19年にわたって提供しているサービスです。
　本センターからの大学教育に関する案内が全国の関係者に配信されるとともに、登録ユーザーか
らも各種イベント等の案内が配信されるので、今どのような施策や取り組みに全国の関心が向けら
れているかという動向を把握することができます。 
　このサービスは長らく大学生協事業連合に委託してきましたが、生協の事業終了により、2019年9月以降、メール配信サービス
blastmailを使っています。なお、旧システムのアーカイブは、センターのウェブサイト（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/asagao/）
からダウンロードできます。
　2022年1月現在で、ユーザー登録数は6,895名（2015年3,429名、2016年4,192名、2017年4,836名、2018年5,395名、2019
年5,952名、2020年6,629名）、投稿･配信数は1,837件（2015年621件、2016年944件、2017年975件、2018年1,270件、2019
年1,119件、2020年1,047件）で、ユーザー登録数、投稿・配信数ともに増加しました。最近の傾向として、企業からの投稿が増えていま
すが、「高等教育に関連しない、あるいは、商業性が高い（例えば、企業主催の有料の研修など）と判断される」ものは配信しないという方
針を取っており（以下のウェブサイトで明記）、これに抵触して配信していないものも週に数件ほどあります。

・あさがおML　http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/asagao/ 

　「あじさいML」は、京都大学の各部局や教職員による教育活動・教育支援活動に関する最新の情
報を発信・共有するためのメーリングリストです。例えば、各部局のFD活動、特色ある教育的な取り
組み、教育関連のイベント、授業のティップスなどについて、情報を得たり発信したりすることができ
ます。2021年7月より運用を始めましたが、まだユーザー登録数、配信数ともに少ないので、今後、講
習会などの機会をとらえて周知を図っていきます。

・あじさいML　 http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/ajisai/

　大学教育に関する改革や改善を進めていく際には、国内外の新しい施策や学術的な動向、それに伴う他の大学や学部の実践的な取
り組みについて情報収集する必要があります。その上で、必要な事項を、京都大学全体や各部局の教育改革・改善の取り組みに反映させ
なければなりません。
　本センターでは、このような情報収集の機会を作り、そこからコミュニティ・ネットワーク形成を図るべく、「あさがおメーリングリスト」
「大学教育研究フォーラム」の2つの仕組みを活用してきました。今年度は学内向けに、「あじさいメーリングリスト」も立ち上げました。

2. 大学教育研究フォーラム

　大学教育研究フォーラムは、本センターが1994年の設立以来開催してきた、大学教育改革や改善に関する施策や実践が報告される
国内最大級のフォーラムです。2021年度で第28回を迎えます。
　大学教育研究フォーラムは、①特別講演（招待講演）、②シンポジウム、③個人研究発表（口頭発表・ポスター発表）、④参加者企画
セッション、を基本プログラムとしており、年によって小さな追加・変更を行っています。

(1)第27回大学教育研究フォーラムの概要
　2022年1月現在、2021年度のフォーラムはまだ開催されていませんので、ここでは2020年度の第27回大学教育研究フォーラムの
概要をご報告します。2020年度は、2021年3月17～18日に、以下のプログラムで開催しました。新型コロナウイルス感染症の感染状
況が見通せないなか、2019年度に引き続きオンライン開催となりました。なお、2020年度からは、会計の独立性を保つために、大学教
育研究フォーラム実行委員会主催とし、本センターは共催で入っています。




